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別表２ 公募委員選考審査票 

附属機関等の名称 市内高等学校在り方検討会 審査委員氏名  

応募者（審査対象者）氏名   

要 件 

形式審査（自治基本条例第２条第１号に規定の市民かどうか） □ﾁｪｯｸ 

市議会議員又は国・地方公共団体の常勤職員でない者 □ﾁｪｯｸ 

委員として参画する意欲及び調査審議に必要な知識を有する者 □ﾁｪｯｸ 

１次選考 

作文審査 

（２５点） 

・今回の取り組みに対する参加の意欲・熱意は感じられるか 点 

・論点整理はなされているか 点 

・社会状況や本市の状況について理解しているか 点 

・目標が明確であり、内容は具体的であるか 点 

・目標設定が社会的に妥当であるか 点 

書面等の審査 

（２５点） 

・当該委員会としての役割を理解しているか          ≪理解力≫ 点 

・公募委員として、市民の視点で意見を述べることが出来るか  ≪市民視点≫ 点 

・当該委員会の運営に協力してうまくやっていけるか      ≪協調性≫ 点 

・質問に対し的確に答えているか               ≪表現力≫ 点 

・自身の主張などに固執し過ぎることなく、その場の状況や変化に応じて適切な判断 

を下し、行動できるか                    ≪柔軟性≫ 
点 

１次評価合計点 ① ５０点満点  ※得点６割（３０点）以上の者が応募人数より多い場合のみ２次選考へ 点 

２次選考 
特別加点 

（５点）② 

加点対象例：性別、年代、地域性、知識など 
点 【理由】 

総合点 ③（①＋②）    ※総合点の上位者から公募委員を選定 点 

 


